
５～６月 ７～８月 ９～１０月 

検討会 

消防・救助技術の高度化等検討会スケジュール 

１～２月 １１～１２月 

第１回 

第１回 

第２回 

（６月下旬） （１月末） 

（７月） （１０月） 

・昨年度検討結果及び積み残し課題の確認 
・検討課題、検討事項の提示 
・検討スケジュールの確認 

報告書完成 

・報告書（案）の提示 
※マニュアル改訂 

・海外調査結果 
・区域設定、被ばく管理 
・原子力緊急事態関連 

第１回 第２回 第３回 
・改訂マニュアルの骨格 
・国内外事例調査内容及び方法 
・検討事項毎の方向性 
 →火災・爆発を伴うＢＣ災害への対処 
 →災害種別・規模・事態の進展に対応  
   した部隊・資機材の編成・運用  等 

昨年度抽出した課題等を
踏まえ、引き続き検討 

マニュアル改訂に向けて、
検討内容のとりまとめ 

第３回 第２回 
・マニュアルの構成 
・防護装備スタイル例 
・汚染検査・除染 

・マニュアル改訂素案 
・積み残し課題 

（１２月） 

海外調査（文献・実地） 

救助分科会 

Ｎ災害等 
分科会 

・国内外調査結果の報告 
・改訂案の具体的検討 

検討内容を踏まえたマ
ニュアル（案）の提示 

資料４ 
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今後のスケジュールについて 



諸外国等におけるＲＮ災害消防活動要領の調査イメージ（文献調査を基本）（案）

米国 英国 独国

『IAEA EPR-First Responders 2006』
（消防を含む初動対応者に関するガイドライン）

<対象の放射線緊急時>
・原因不明の公衆被ばく及び汚染、悪意ある脅威／行為、輸送緊急時など
※『IAEA 安全要件 No. GS-R-2』の脅威カテゴリーのⅣを対象。IAEA安全要
件No. GS-R-2によって要求されるように、そのために特定の緊急時計画が作
成され実施されているべきである施設または操業に関係する緊急時への対応を
扱うものではない。

『NCRP Report No.138
（2001）』

『NCRP Commentary
No.19(2005)』
『NCRP Report
No.161(2008)』

など

『Fire and Rescue
Service Operational
Guidance: Generic
Risk Assessment 5.5
(2011)』など

『FwDV500: Einheiten
im ABC – Einsatz
(2012)』
（NBC災害対応に関する消防

活動ガイドライン）

など

【内側警戒区域の設定基準】①最初の決定･･･直接観察できる情報（例：野外
の爆弾の疑い→半径400ｍ）、②モニタリング可能･･･100μSv/hに拡大、③放
射線評価者の到着後･･･放射線学的危険全体を評価して境界を調整

【公衆整理区域（トリアージ、応急手当、登録、モニタリング、除染）の設定基
準】0.3μSv/h以下　　　　　　　　　など

【空間線量率による制約】100mSv/hを上回る場合、救命活動のみを行う、時
間は30分未満に制限　　など

・利用可能な最高水準の呼吸保護具を選択すること　　など

・人：表面から約10cmで1μSv/hより大きければ除染　　など

【その他】 CRCPD『Handbook for Responding to a Radiological Dispersal Device(2006)』
『TMT Handbook：Triage, Monitoring and Treatment of people exposed to ionising radiation following a malevolent act(2009)』

国際基準との比較ベース
項目

線量限度、
安全管理手順

防護装備

その他の基準

汚染検査・除染
（基準、要領）

出典
・

適用範囲

国際基準

区域設定
（基準、手順）

左記の項目を中心に、消防

隊の活動要領として公開さ

れている情報について調

査

以下、内容の一部抜粋
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